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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、財務諸表監査の理論研究、監査基準を初めとする監査規範の形成、
社会制度としての財務諸表監査の制度設計等にあたっての参照枠組みとなりうる概念フレームワークの構築であ
る。そのため、 (1)財務諸表監査の基礎となる前提・概念を洗い出し、(2)当該前提・概念を巡る表記や意味合
いの変遷及びその理論的・制度的背景を明らかにし、(3)当該前提・概念に関係する既存研究を棚卸して、(4)当
該前提の意義および概念の定義を確ること、ならびに用語の表記（日本語・英語）の揺らぎや翻訳上の問題点を
整理することに取り組んだ。また、基礎概念の相互関連を示す概念マップを作成した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop a conceptual framework that will 
serve as a reference framework for theoretical research on the audit of financial statements, the 
setting of auditing standards and other auditing norms, and the institutional design of auditing as 
a social system. To accomplish this, we attempted to (1) identify the assumptions and concepts that 
form the basis of financial statement audit, (2) clarify the development of the notation and 
connotations of the assumptions and concepts and their theoretical and institutional background, (3)
 review the existing literature related to the assumptions and concepts, and (4) determine the 
definitions and meanings of the assumptions and concepts. We also worked on resolve differences in 
terminology (Japanese and English) and translation issues. In addition, a concept map was created to
 show the relationships among the basic concepts.

研究分野：会計学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の最大の意義は、財務諸表監査研究における概念研究の重要性を示したことにあると考えている。また、
財務諸表監査の基礎をなす諸概念及び諸前提、並びにそれらの意義と関係を体系的に示すことにより、今後の研
究の出発点となる理論的枠組み（仮説）を示すこともできたと考えている。近年しばしば、政策決定の場面で証
拠に基づく意思決定（evidence-based decision making）の必要性が強調されるが、財務諸表監査制度に関する
政策決定に用いることのできる量的データは限られるため、論理に基づく説得的な議論が必要となる。本研究が
示した理論的枠組みは、この点でも貢献できると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
財務諸表監査の研究には膨大な蓄積がある。しかし、われわれ研究者はそれらの蓄積をうまく

継承できておらず、財務諸表監査理論で用いる基礎概念に曖昧さ、例えば、同じ専門用語であっ
ても意味内容が異なっていたり、同じ意味内容であってもそれを説明する専門用語が異なって
いたりすることがあり、それが監査研究及び監査教育の発展の妨げになっているのではないか、
と危惧している。これが本研究の出発点である。概念研究の目的は、概念を適切に定義すること
で、ある現象をより適切に理解できるようにすること、言い換えれば、概念が適切に定義されて
いないために、ある現象が適切に理解されていないという問題を解決することにある。 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、財務諸表監査理論の基礎を形成する諸概念を洗い出し、それらの意味内容、

理論上の位置づけ、概念間の関係などをこれまでの議論に基づいて総合的に考察し、概念の曖昧
さや不明確さを解消し、学界として共有すべき理解を示すとともに、解明すべき残された課題が
ある場合には、それを指摘することにある。 

概念は、思考や議論の枠組みを提供する。概念は、新たな理論を構築し、研究の仮説を形成す
る上で中心的な役割を果たす。概念が明確であればあるほど理論はより強固となり、仮説はより
明確になる。概念にはまた、理論と実践を結びつける橋渡しの役割も見いだされる。特定の概念
を用いて理論を構築し、それを基に具体的な社会問題の解決策を提案することが可能となる。 
 
 
 
３．研究の方法 
本研究は、概念、モデル、理論を明確化するアプローチとして、概念研究（conceptual research）

に取り組んでいる。特定の研究領域や研究課題に関する理論的な枠組みを構築する概念研究は、
概念や理論を探求し、理解するための研究手法であり、既存の概念の整理、理論の構築や修正、
新たな概念の提案等の貢献が期待できる。 
 研究の第一歩は、考察の対象とする基礎概念の確定である。まず、日本の監査論文献 5冊及び
収録語数の多い会計学辞典 2 冊、海外の監査文献 6 冊並びに監査実務指針の用語集の索引に基
づき用語一覧を作成した。この一覧に基づき原案を作成し、本書執筆者と議論を重ねて考察対象
とする基礎概念を決定した。 
 考察の対象として選択した基礎概念に関する共同研究を進めるにあたって、研究開始時及び
途中の段階で数回にわたり議論し、以下のような基本方針を固めた。 
・主たる読者として研究者を志す大学院生及び監査規範（特に実務指針）の設定に携わる公認会

計士を想定した、監査基礎概念に関する注釈書（コンメンタール）とする。 
・必要な範囲で基礎概念に関連する監査規範・制度に言及するが、企業会計審議会「監査基準」、

日本公認会計士協会の各種実務指針などの存在や記述内容を前提とした議論を展開するので
はなく、基準や指針の記述内容の基礎にある理論や歴史的経緯を明らかにするように努める。 

・これまでの研究の蓄積を踏まえて現在の視点で概念を考察するというアプローチを採る。 
 また、原稿の執筆にあたっての具体的な方針として以下を共有し、担当する基礎概念の意味内
容やこれまでの議論等の事情に応じて書き込むこととした。 
・概念の定義の明確化、当該概念を示す用語の整理 
・概念の意味合いの変遷及びその理論的・制度的背景の考察 
・関係する文献の棚卸し 
・用語の表記（日本語・英語）の揺らぎ、翻訳上の問題、日本独自の用語法の整理 
・監査理論における概念の位置づけ及び関連する概念への言及 
・残された課題（研究機会）の提示 
 
 
 
４．研究成果 
 本研究は、2018 年 9 月に開催された日本会計研究学会第 77 回大会において設置が承認された
スタディ・グループ「財務諸表監査の基礎概念に関する研究」（主査：林隆敏、設置期間は 2018
年 9 月～2021 年 9 月）で取り組んだ研究を継承し発展させたものである。当該スタディ・グル
ープとしては 2021 年 9 月の日本会計研究学会第 80 回大会で最終報告書を配布するとともに研
究報告を行った。 

また、それ以降の研究成果を含めて、2023 年度中に中央経済社から書籍を発刊する予定であ
る。当該書籍の校正は以下のとおりである。 



 序章 本書の目的、方法および構成（林） 
第 1 部 総論 
第 1 章  財務諸表監査の定義と目的（林） 
第 2 章  監査公準（小澤） 
第 3 章  監査の機能（町田） 
第 4 章  二重責任の原則（松本） 
第 5 章  会計基準（小澤） 
第 6 章  監査基準（町田） 
第 7 章  合理的な保証（林） 

第 2 部 監査の主体  
第 8 章 独立性（福川） 
第 9 章 正当な注意（福川） 

 第 10 章 職業的専門家としての懐疑心（福川） 
第 3 部 監査意見の形成 
第 11 章 監査命題の立証プロセスと監査アプローチ（林） 
第 12 章 監査命題（松本） 
第 13 章 監査証拠（永見） 
第 14 章 監査技術と監査手続（永見） 
第 15 章 監査調書（松尾） 
第 16 章 監査リスク（瀧） 
第 17 章 重要性（堀古） 

第 4 部 監査結果の報告 
第 18 章 監査報告書の機能（松本） 
第 19 章 監査意見（町田） 
第 20 章 監査意見の種類（堀古） 
第 21 章 監査意見以外の記載事項（松尾） 

第 5 部 意識調査 
 第 22 章 財務諸表監査の基礎概念に関する意識調査結果（小澤・町田・池井・川端） 
      （付録：アンケート調査票） 
 終 章 課題と展望－概念フレームワークの構築に向けて－ 
     （付録：概念マップ） 
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本監査研究学会第43回大会（招待講演）

日本公認会計士協会第41回研究大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

統一論題解題：わが国におけるKAM記載の実態と課題

ＫＡＭ適用にあたって　監査役等と会計監査人との連携と課題～新しい制度を円滑に導入するために～
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林隆敏

柴原啓司・林隆敏・松田昌樹・竹内由多可・大西洋平
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ベーシック監査論（九訂版）
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日本会計研究学会第80回大会

瀧博

林隆敏
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財務諸表監査の基礎概念に関する研究（スタディ・グループ最終報告）
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 １．発表者名
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イギリスにおける非財務情報の開示と監査－制度と実態－

経営者報酬報告書の開示と監査の制度

林隆敏
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